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は　じ　め　に

　裸の大地を被っている緑の被服，植生にはその生育地のあらゆる自然環境の総和が，移動能力

のない植物の生育集団として具体的に示されている。しかし現在の日本列島の大部分のように，

古くから人間のさまざまな干渉下におかれている交化景観域では，現存している植物群落の大部

分はその土地本来の自然植生とは異っている。自然植生を支えているさまざまな自然環境と，人

間の影響との相乗成果として，現存植生は規定されている。したがって，現存している植物群落

は，たえずダイナミックに，自然環境に様々な人為的な影響が回った結果を生物的に示している。

　移動能力のない植物群落の二成，配分を植生学的に厳密に調査することによって，我々はそこ

の自然環境の総和と人為的な影響とのかかわり合いを生きた生態情報として把握することができ

る。とくに重要なことは，生態学的な評価が，絶対評価と共に，根対的比較評価が一苅彙的に行な

われていることである。その際には，空聞的には植生図などによって，また時閥的には同じ地域

で，期間をおいた追跡調査による比較を行なうことが必要である。すなわち，植生の時間的動態

の把握には，その地域の植生が，以前どうであったかという過去の植生図との比較がもっとも重

要である。

　本報は，本州中部の駿河湾と遠州灘を分けて太平洋に突出している御前崎地方の第2回｝ヨの緬

生調査結果である。この地域は典型的な太平洋気候下にあり，年間を通じて温暖である。とくに

重要なことは植物の生育がもっとも活発な夏季，とくに6月の梅雨期と9月の台風期とが年問降

水量のピークとして，もっとも多くの降水：量を占めていることである。逆に植物の生育が全般的

に緩慢な，あるいは休止期の冬期には，日本海岸側に比べて降水鍛が少ない。このため，北半球

ほぼ同緯度地方に発達している冬も緑の常緑広葉樹林帯でも，夏は乾燥する冬雨地方のアメリカ

二三のカリフォルニアやヨーロッパの地中海地方の硬葉樹林域に対応して，アジアの常緑広葉樹

林は，照葉樹林域ともいわれる。日本列島の暖帯さらに朝鮮半、島の南部から中国の中部及び南部，

さらに一部ヒマラヤまでを占める照葉樹林植生帯に御箭崎地方は入る。植物社会学的には，もっ

とも代表的な樹木である冬に赤い花が咲くヤブツバキをとって規定されている，ヤブツバキクラ

ス域に所属させられている。

　この御前崎地方の植生については，すでに1980年まで2年間かけて現地の植生調査が行なわれ

植生図化も行なわれている（宮脇・柑上・鈴木1980）。今回，さらに面積を広げて，その後5年

閾の植生の動態が現地植生調査によって比較されている。同時に，それぞれの森林植生から，さ

まざまな人間の影響下に存続している代償植生また林縁のソデ群落やマント群落も含めて，より

きめ細かく精度高く調査されている。
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　したがって，本植生調査結果は！980年の調査結果と比較して，植生学的に全体の植生が周辺部

も含めて，新しく見なおされている。同時に現存植生図の比較によって，5年間に新しいエネル

ギー基地の発達や，さまざまな人間活動の影響によって，どのように変えられているかという，

局地的な植生の動態も両現地調査結果を圭ヒ較することによって対応鵠来る。とくに今回の植生調

査は，御前崎地方全域について，その地域本来の照葉樹林すなわちヤブツバキクラス域の各残存

隠然植生が重点的に調査されている。同時に，さまざまな人払の影響下に，本来より高海抜地や

不安定立地に生育していたと考えられる夏緑広葉樹林や一部きびしい立地条件下に生育していた

アカマツ林などの常緑針葉樹林の植林も調査されている。

　とくに本報の特徴としては，常緑広葉樹林から二次林，低木群落，乱言のつる植物群落までさ

まざまな群落が調査されている。また，浜岡砂丘を中心とした太平洋岸側の海岸砂丘植物群落に

ついても汀線ぞいの若い砂丘上のハマグルマーコウボウムギ群集および後背砂丘の低木群落まで

調査されている。古砂丘間の低湿地で，現在多くは水田となっている湿地植生や河辺群落さらに

造成地の植生，路傍植生，路上植物群落についても調査されている。植林としてのクロマツ植林，

アカマツ植林，スギ植林，ヒノキ植林およびモウソウチク林などについても調べられている。

　植生図は現在稼動中の，さらに新規増設が計画されている中部電力㈱浜岡原子力発電所構内の

現存植生図が縮尺1：！0，000で描かれている。圃時に発電所サイトの周辺に，その土地本来の立

体的な緑の環境を鋼帰するための科学的な処方箋として，潜在自然植生図が同縮尺で作成されて

いる。発電所周辺地域の現存植生図は，5万分の1の縮尺で広範囲に描かれている。

　また代表的な植生と，その土壌条件についても土壌断面を基礎に比較検討されている。

　植生学的に自然植生から代償植生，さらに土壌までの対応を現地調査した結果を基礎に，積極

的に新しい時代に対応した，その土地本来の緑の環境創造，環境保全林形成のための，具体的な

摘生学的提案が行なわれている。太平洋から直接きびしい潮風のあたる海燦の砂丘地域から，さ

らに砂丘に接して建設されている，新しいエネルギー基地やその周辺で，より立体的な環境保全，

生きた警報心乱としての縁の森の形成のための敏生学的な各種の提言が行なわれている。太平洋

から直接吹きつける，きびしい潮風あるいは飛砂を防ぐためにも，もっとも妊ましいのは冬も緑

の常緑広葉樹林を基本とした，多層群落による環境保全林，災害防止林，よりよい人間の生存環

境を形成するための梢乗効果が期待できる多層群落の緑を形成することである。

　1980年の植生調査にひきつづいて行なわれた，浜岡地方の植生調査結果が，さらに今後5年～

10年後に，自然環境と，人閥のさまざまな干渉との相粟作用としてどのようセこ植生が変ったかと

いうことを調べるための生きた鏡の役割をするのが本報である。同時に新しい時代に対応した生

態学的な緑の環境創造の具体的な処方箋として積極的に，よりよい環境創造のために利用される

ことが，強く期待され，る。

　なお，御前崎地方の本調査研究に際して，中部電力㈱原子力部および環境都の砦様，さらに浜

岡原子発電所の皆様ならびに中都環境緑化センターの皆様の御協力を得た。また現地植生調査，
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室内作業にあたっては中村幸人，金鍾元，金聖徳，煽藤明弘各氏をはじめとした横浜国立大学環

境科学研究センター植生学研究室の方々にお世話になった。御協力頂いた皆様に厚く御礼申し上

げる。


